
 

   ハイライト 

 大寒・末侯1月30～2

月3日「鷄始乳にわとり 

はじめて とやにつく」ニワ

トリが卵を産み始める頃

という意味。古来日本で

は仏教の影響から、鳥獣

の殺生

をでき

るだけ

避ける

習慣が

あり、

肉だけ

ではな

く鶏卵

もその対象とされてい

た。ところが、江戸時代

になって、無精卵は孵化

しないことがわかると、

人びとはこぞってこれを

食するようになった。現

在、ニワトリは一年中卵

を産むように飼育されて

いるが、昔は春から夏に

限られていた。気温はあ

まり問題ではなく、日照

時間に左右されるようで

ある。古代神話の天岩戸

にお隠れになった天照大

神を、呼び戻すのに鷄を

鳴かせてみせた伝説があ

るように、古来からニワ

トリと人との関係は深

い。伊勢神宮に参拝した

時、鷄が放し飼いされて

いたのを思い出す、アレ

が「神鷄」とは!!  

 発行所 ファーム７７３ 

 朝にシャッターを開け加

湿器の水補充、夕に加湿器

水量を点検してからシャッ

ターを閉める毎日のくり返

し。年も明け新型コロナの

収束は見えてこないが、営

業再開に備えて庭木の剪定

作業。今年こそ実って欲し

いスモモとお宿・・・ 

 降雨無しの暮れから新年

でしたが、昨夜から雨が

降って夜は雪になる予報、

明日の日曜日も終日雪の予

報で30㎝以上積る? 野菜ト

ンネルが潰されないかと心

配しましたが、雪にならず

終日雨に、ありがたや。 

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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 01.22撮影 

1 冬野菜を大事に管理 

01.17蕗の薹を発見!! 

まだ硬いツボミ状態。 

2 「ナナミちゃんのお宿」は ? 

③ 
③ 

↗ナナミちゃんのお宿 

↗01.12降り出した雪積もり、日

陰を残し翌日融けてしまった。 

↑01.14日陰に雪残る庭畑、カカはレ

タス類の畝に保温シートを重ねる。 

↗01.14寒さでレタスが

凍ってダメに、処分。 

↑→ホウレン草畝

の発芽していない

穴に種を蒔く。 

↘ホウレン草収穫 

↑01.15お宿前の畑、ルッ

コラ・小松菜・タァッアイ

などの種を蒔き育てた畝、

チンゲン菜はまだ小さい。

↓庭畑の欠き菜と菜花の

畝、カカ欠き菜の収獲。 

↑01.22お野菜会員へ発送、キャベ

ツ･白菜･白菜漬･春菊･水菜･ルッコラ

ブロッコリー･干し柿･ホウレン草･長

ネギ･欠き菜･ルッコラ･チンゲン菜･

小松菜･タァッアイ･カリフラワーの

マルケでした。白菜は保存野菜を。 
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 梅の蕾も膨らみ始めた、

この時期に徒長枝などの剪

定をして置かないと!! 剪定

作業で蕾に手や体が触れ

て、蕾を落としてしまいま

す。今までは梅の蕾が開く

前に剪定し、硫黄合剤も噴

霧して葉の病気を予防をし

ていたのですが、だんだん

億劫になって来た。↙続き 

3 花木の剪定 

 普段からカカトト外出は少

なく、食べ歩きなどは縁遠

い。モチ米は地元米、今年は

30㎏1袋だけで日々のご飯にも入

れて炊く。餅が食べたくなれば餅

をつき、アラレや切り餅を作る。

作らなくなったのが草大福、これ

を好きな人が逝って久しい。食べ

たくなったら作る! が流儀。 

4 一月のお味  

① 

↖01.04新春恒

例? 餅つき始め! 

餅つき機で餅作

り↙餅の硬さを

確かめて ①伸

し台に餅を取

り、用意して置

いた汁粉椀2個

へ、つきたての

餅を千切って入

れ「千切り餅汁

粉」旨いョ 

① ② 

↖01.05伸し餅を一晩置い

き、切りやすい硬さにして

から薄く小さくアラレに。 

↑01.12冷暗所で一週間置

いて乾かしたアラレを、小

分けにして計量袋詰め。 

←01.14みたらし味に醤油

味とメン汁味の揚げアラレ 

↑テレビを見ながら

揚げアラレお八つ 

↗01.22枯れた富士桜1本と山椒1

本を切った。この道沿いの御衣黄桜

に濃彼岸桜も枯れてしまった? 

↑小梅が良くなる木はカカの分

担、真っすぐ伸びた徒長枝を↗ 

↑01.18お宿前の梅に小梅

の枝を剪定。毎年、梅の花

咲く前に済ませてしまう。 

↑蕾の付き具合を確かめながら

ぐるりと回りながら進める。 

↑踏み台は一升瓶ケース、不安定で

危ない!! 脚立は畑に置きっぱなし。 

↑切り落とした枝を拾い

集める片付けが一仕事。 

↗お宿への道沿いに咲いていた

富士桜が、突然枯れてしまい!! 

土に問題が有るのでしょうか? 

↑梅類の成長は早く、一年で新

しい枝が伸びる。 →小梅2本

と梅1本の剪定を終わる。 

↖↑01.18スモモも剪定をした。 

↗さらに昨年はマイマイガの異常発生!! これが2年ほど

続くとの報道もあり、花木の維持管理は大忙しになり

ました。歳を重ね運動量などが低下してきたトト、作

業の安全に配慮しながら、屋敷内の作業は継続してゆ

くんだ、と。年頭の所信

表明みたですが。 


